
植物園の図書と「原文庫」

1978年 4月 にまとめられた「東京大学理学部附

植物園調査報告」に, ｀
植物科学の原点となる自

然史の研究が真に発展するためには,「生きた植

物」,「標本」および「図書」が完備 した研究,実

験施設と,こ れを有効に利用するための人員の確

保が必要である。
″

とあり,資料 7に図書の概略

が紹介されている。さらに, これに基き,1980年

4月 にまとめられた「東京大学理学部附属植物園

における図書の現状と将来計画に関する報告」で

は, 
｀
日本において自然誌を中心とした基礎植物

学の研究 。教育に必要な図書をこれだけ一ケ所に

まとめて保管 している所は他になく,今後基礎植

物学の研究・ 教育を発展させてゆくためには, こ

れらの図書の価値は計り知れないものがある。
″

と評価されている。

生物の多様性を扱う研究分野では,標本や図書

から得 られる情報は必要不可欠のものであり,命

名に関する国際的な規約との関連もあって,最新

の文献と同時に,種の記載などを含む古い文献も

研究を進める上で欠かせないものである。古い文

献を研究上有効に活用するという点では,理学部

のうちでは多少特異な性格ももっている。植物園

を研究・教育のための施設として充実させるため

には,すでに収集されている 2万冊に余る図書を

活用すると同時に, さらに蔵書を加え,充実をは

かることが肝要であるという理由はここにある。

1986～ 87年度に,植物園の図書の充実について

みるべきものがあった。 1つは,ま とまった植物

学図書が購入されたことであり, もう 1つ は,故

原寛教授が所蔵されていた図書の御寄贈を受けた

ことである。同時に,未製本のままだった1000冊

以上の雑誌類の製本を行い,収納スペースの不足

を来 していた定期刊行物収蔵庫に,教育研究特別

経費の配当を受けて,手動式移動棚を設置 し,収
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蔵量を倍増させることもできた。去る5月 6日 に

は,充実された図書の現状を御披露する会を催 し,

新 らしく収蔵されることになった図書を実際に見

ていただ くこともできた。そこで,購入された図

書の紹介と,御寄贈いただき「原文庫」として御

利用をいただくことになった図書について,簡単

に紹介させていただきたい。

1987年 度の補正予算で外国図書が相当量購入さ

れたことは,マ スコミでも報道されたことである。

植物学関連の図書としては,ベ ルダー・ コレクシ

ョンのようなまとまった蔵書が,先年,競売に附

されたことが話題を呼んだことから,多少人々の

注目を浴びることになっていた。特に,競売に附

されなかったベルダー・ コレクションの約半分

(図版の多いものを中心にサザビーの競売にかけ

られたことから,残りは文字による情報が多く,

植物学上の記載の多いものだった)を 日本へ導入

したいという努力をしていたこともあって,(結

果としては,こ のコレクションはアメリカヘ引き

取 られることになってしまった。)補正予算が検

討されている間に,ま とまった植物学関連図書の

手当てができたので,それを購入の リス トに加え

ていただくことができた。購入に当っては,図書

館の方々にも大変お世話になったことを附記 し
,

感謝 したい。

購入された植物学図書は36点94冊で,価格は

3100万円であった。18世紀から19世紀に出版され

たものが中心で, 日本の植物の原記載をはじめ
,

植物の特性を記載 した貴重なものばかりである。

そのうちで,話題性のあるものを拾ってみると,

A/1endel,G.(1866)VersuChe uber Pflanzen―

Hybridenは ,エ ンドウを用いた実験によって,メ

ンデルの法則を発見 し,近代遺伝学の基礎となっ

たものであるが,1900年の再発見まで学界に評価
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